のかと 考えた。 

「気附 かない はず はない。 いかに 読書の 虫に しても、 

若 い 女が それほど 男と いう もの に 冷淡 の はず はな い 」 

後から 来た 松 夫が 音 もな く 読書して いる 彼女に 気附 

かなかった のに フシ ギ はない が、 それでも やがて 気が 

ついている。 想念の ト リコと なった ゥッ 口の 目に もや 

がて 彼女の 存在 は 映 じたので ある。 

「それとも 彼女 だけ は 超越した 存在 かな？ ィ ャィャ 

…：- J 

読書 と 瞑想と 観察の 殺気 横溢して いる 今日 この頃の 

彼女に は、 あるいは 人間 観察 も 秘奥に 達した かと 伺わ 



と は、 彼女に 対して はもう 不可能な ので ある。 彼が 彼 

女に 威厳 を 見せる 手段と 云えば、 彼の 方から 別れよう 

と 云いだ すぐら いのもの だが、 それが 云える ぐらいな 

ら 苦労 はしない。 ジッと 睨んで いる 綾子から 目 を そら 

して、 松 夫 は 細い 声で 答えた。 

「卒業試験 も 近づいた し、 就職 試験の 結果 はまず いし、 

とても 毎日が つら いんだ」 

「アナ タ なんか、 二三 年 落第した 方が いい わよ。 学校 

を 卒業して みたって、 おぼつかな いわよ」 

事務員の 綾子 は 松 夫よりも お金 持であった。 松 夫の 

方が お， 1 J ら れる 率が 多い ので、 総てに ヒケ目 を 感じて 



「永遠の 三下と 同じ 意味 だね」 

「よく 知って る わね。 悪い 方、 悪い 方へ 智 恵が まわり 

すぎる のね。 人生 は 表現の 問題 だ わ。 明るく 生きよ。 

詩に 生きよ」 

「永遠 の 大学生が 詩なん だね」 

「詩的 表現。 永遠の 三下が 現実 かも 知れない けど、 気 

の 持ちよう で どうに でもなる もんよ」 

「ボク は、 しかし、 学校 を 卒業して、 就職で きて、 キ 

ミと 結婚した いんだ。 それが 偽らぬ ポクの 気持 だけど 

…：- J 

「はやまる の は 身の 破滅よ」 
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